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編　集　後　記
　
　今回の特集のテーマは「研修」であるが，内容は研修のみならず保健師に必要な能力の分析，その段階的分類，実践，
研究との連携，管理と業務全般に亘っている．このように多岐に亘る業務に必要な能力を向上させる「研修」は，講義
で知識や理論を得るだけではなく，実際の事象を分析し，実践的な改善ができる能力や，様々な困難に立ち向かう力を
つけるものでなくてはならない．それには，熱意ある先輩や他地域の実践的な活動を知る機会も重要である．今回の特
集では，多くの方々の取組が取り上げられており，さらなる交流のきっかけになることが期待される．
　昨今は様々な分野の実践者の人数が削減され，まさにテニスコート上の選手のようになっている場合も多い．テニス
の選手は，コーチを心の支えに試合に臨むそうだが，教える側は，コーチとして，また，時には共に戦う選手として，
心技体を鍛え，選手を支え続ける必要がある．科学院は様々な地域と国の行政を結ぶ核として，また科学的な知見の核
として実践者を支える使命がある．そして，「研修で視野が広がり，人生が変わった」という実践者や今度は教える側
に回る方々が今後もさらに増えることを祈念している．
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